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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・7/31（火）のカンファレンスについて
来月のプログラムのタイトルや内容の確認を行う。出席するスタッフは、出席しないスタッフのタイトルや内容を聞いて参加すること。
・デイナイトケアのプログラムについて
　栄養指導と社会適応のテキストが7/30、7/31分がない為、何らかの対策を行うこと。
・サービス担当者会議（田名部浩平様）について　日程：7/31（火）　場所：ここロード　

・八戸納涼会　8/6（月）17:30～20:00　場所：古民家前の広場

・実習生について　　8/29（火）千葉学園、実習予定。
・医療福祉学会　演題募集について

抄録締め切り：9/15（土）、8/31（金）までに一度SGMへ提出
※締切以降の編集は出来ない為、注意すること。保存時には、各自でバックアップも保存しておくこと。

※抄録の結果、考察の記載については、当日発表ではなく、内容を記載すること。書式等、詳細については、添付資料を参照すること。

・ハローワークジョブガイダンス：9/14（金）14、15時に開催予定
・青仁会まつりについて　　9/28(土)10：30～15：00で開催。雨天決行となる。

＜研修案内＞
・看護グループ内研修について
　日時：7/30（月）17:15～17:45　場所：病院2階　会議室
　テーマ：精神疾患とは　講師：松村Ns　

＜外部研修＞

・リカバリー全国フォーラム2018

9/16（日）9：30～17：40・9/17（月）9：00～16：40　参加費10,000円

場所：帝京平成大学池袋キャンパス本館

＜各種締切＞
・8月　LASMI等の評価、転倒転落アセスメント

・8/2　7月月報

・8/10 7月経過記録

＜利用者様情報＞

デイケア
上川原　豊　様～来所時の薬の確認では空包は全て揃っており、昼食後薬も忘れずに持参している。来所時は半袖の上にノースリーブのチョッキを着ていたが、裸にノースリーブのチョッキのみで過ごすことがある。引き続き様子観察を行なっていく。

盛　雅輝　様～本人から連絡がある。明日は体験利用せず、次回診察後にデイケア来所予定。7/31（火）から正式利用を検討しているとのこと。

鈴木　碧　様～本人様より電話があり、13：00から体験利用の希望がある。今後の利用について、体験利用に慣れてから相談していく予定。
繁名　和恵　様～グループホーム世話人より情報提供があり、今朝の訪問で、朝食後薬の確認時に夕食後薬の空包があり、間違えて服用したとの事。本日訪問看護の為訪問看護師へ報告し、主治医確認して頂き、朝食後薬は夕食後に服用の指示となったという。来所時は間違えた理由を確認していく。
曽我　泰庸　様～気分の高さがあり、スタッフとの会話の中で子供の話になると、性的な発言がある。レクダンスの際に他利用者とタイミングをずらして手拍子をする事がある。引き続き様子観察を行なっていく。
下荢坪康一郎様～時折スタッフをチラチラ見ているが、自分からグループホームの事を相談する事はない為、確認している。入居を希望する理由は変らず、「具合が悪くなった時に病院に近い方が良い」という考えだが、母様と家賃等の金銭面について話し合いはしていないとの事。グループホーム入居となれば、週5日の活動が必要である事を伝えると「そうなんですか？」と驚いた様な返答をしている。
鈴木　知子　様～本人より架電があり、デイケアをやめたいと主治医に相談してもよいか相談がある。やめたい理由を訊くと具体的にはないとのことで、特別に理由がないのであればこのままデイケアを続けてはどうか助言をしている。引き続き様子観察を行なっていく。
豊川　明男　様～グループホームホーム世話人より情報提供がある。今朝の訪問で「全身が痛いので、デイケアを休みたい。」と話しており、今朝の体調で直ぐ決めるのではなく、体調整える事や気持ちをデイケアに向ける努力をするよう助言したとの事。その後、本人より「体がだるいのでデイケアを休みます。」と電話がある。欠席が多く心配している事と週4日通えるように努力して欲しいことを伝え、「わかりました。」と返答している。来所時は参加状況確認していく。

川口　尚良　様～本人様から相談があり、以前デイケアを利用していた患者や特定男性利用者の名前を挙げ、「お悔やみ見たよ。彼に“これから死にます”ってメールがきたんだってね。彼から火曜日メールで教えてもらった」「俺は10年くらいデイケア利用しているから何人かそういう人見てきたから大丈夫だけど、彼が大変だよね。直接メールがきたんだし…」と話している。教えていただいたことについて感謝を伝え、不安なこと等があった際は電話連絡いただきたいことを伝えている。

デイナイトケア

鈴木　真知子様～昼食後に不調を訴え、軽い頭痛とパッとしないと漠然とした不調を訴え、

静養室で休養している。1時間程度休養した後、座学プログラムには参加をしている。目をつぶっていることはあるが、不自然さはなく、時間いっぱい過ごすことが出来ている。
板橋　利美　様～昨朝、膝の痛みのせいか不機嫌な様子があったとのことだが、デイナイトケアでは普段通りに過ごしていた。本日も不機嫌な様子はなく、歩行スピードが元に戻りつつある。「少しずつ元に戻ってきた」と話しており、痛みも軽減してきたと話している。しばらく、整形は受診していないとのことで、痛みに自己流に対処するのではなく、専門病院で診てもらうように助言をしている。
津嶋　イチ子様～本人様の従弟様が来荘されており、8/6、8/7で外泊をする予定とのこと。また、別の従弟様が亡くなったと話されているが、本人様には外泊の際に伝える予定である。外泊の件については、気分が高まってしまう為、直前になってから本人に伝える予定。

稲垣　ふき　様～昨日17：00頃、椅子を片付ける際に、椅子と椅子の間に指を挟んでしまったとのことで、右環指より出血と脂肪らしき物が出ていることを確認している。看護師より止血等の処置を実施後、担当医に指示を仰ぎ、当院ではなく専門病院の受診をするように指示がある。本人も整形外科の受診を希望する。かかりつけのクリニックが休診日の為、くどう整形外科クリニックを受診。クリニックでは、止血、右手指のレントゲンを実施、診察の結果「右環指末節骨骨折」「右環指末節骨挫創」との診断を受けている。挫創は1週間程度で痛みが治まるとの説明があり、挫創により出た脂肪部分に関しては、ガーゼで押さえ処置している。今後は、右環指にガーゼを巻いた状態の為、患部が濡れないようにすること、患部の圧迫を避けるため食器等を持つ際には薬指を使わないこと、痛みが出た際には氷で冷やすこと等の助言を受けている。次回受診は、7/27（金）の予定となっている。本日のデイナイトケアでは、出来る範囲での運動や余暇時間、作業療法時間の塗り絵を行って過ごしている。
ナイトケア
村上　元道　様～昨日、利用している就労継続支援A型レッドコンパスから明細書等の2枚の書類が配布されたが、明細書に記載されている銀行に振り込まれた金額が思ったよりも低く、もう1枚の書類に記載されている内容等で疑問に感じスタッフに相談がある。スタッフが確認するも、本人が納得する解答を伝えられなかったが、「まあわかんないならいいんだけどね～」と不機嫌となることはない。上記について同施設スタッフに確認したか聞くと、「まだ聞いてないよ」とのことで一度確認してみるよう促している。
下妻　康貴　様～映画観賞に関する話をスタッフとしている。一時的に不満げに話すことはあるが、一通り話したあとは表情良く会話している。夕食後、別室でスタッフにスマートフォンについて相談している。スマートフォンの調子が悪くなり携帯ショップに持って行ったところ買い替えを勧められ、新しいスマートフォンを購入したとの事。その際、使用していたスマートフォンを下取りに出した事について、「故障を隠すために下取りをしたのではないか」と考えてしまいモヤモヤすると話している。スタッフと対話をする中で、下取りによるメリットがあった事や、自分の考えていた事以外の可能性もあると気付く事が出来ており、「話したら安心した」と笑顔を見せている。帰宅前には、「話せてよかった」と話し、表情よく帰宅している。
関　秀治　様～新しいグループホームへ移りその後、体調に変化がないか尋ねると、「少し疲れましたけど大丈夫です」と話し、これから色々な書類を書いて契約するとの事。グループホーム世話人より、気分の高揚さがあるとの情報提供があるが、ナイトケアでは気分の高揚さは穏やかに話している。以前にグループホームの人間関係について話していたため、そのことについて訊くと、「これから出てくると思います」と話している。気になる事があればすぐに相談して欲しいことを伝えると頷いている。その後、他メンバーに話し掛けられると、口数は少ないが穏やかに対応している。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（磯島　貴広様）
実施日：H30年7月26日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：慶長

検討内容　目標・計画の確認、現状の確認

	氏名
	磯島　貴広
	性別
	男
	年齢
	45
	生年月日
	S47.6.14

	主病名
	統合失調症
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得　対人交流技能の維持向上　作業遂行能力の維持向上　病識を身につける　社会資源の利用

	本人希望
	今の生活を続け、後々仕事をしたい。

	入院歴
	計4回（最終：H28年11月30日～H30年1月28日）

	通所歴
	2回目

今回：H30年2月1日～現在（週4回/月、火、水、木曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護：毎週金曜日

	住居：市営住宅で家族と同居
	家族構成：母、弟

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	他　自立支援医療、生活保護受給中

	備考

八戸市にて同胞2名の第一子として出生。本人2歳時に叔母の養子縁組となる。幼少時より、自宅の金銭を盗むことや包丁を持ち出して家族に金銭の要求をするなどの行動があり、11歳時に養子縁組を解消。その後は父・母・弟と生活。家庭では父親と喧嘩になることが頻回で、自室に篭もることが多くなり、S61年4月に黒田内科受診。中学校に進学するが、通学は殆んどない。H2年に両親離婚し弟と共に母親に引き取られる。中学校卒業後は職を転々とし、被害妄想による他者トラブルが度々あった。H17年12月頃より上記症状が強まり、H18.9.29保健所職員警察官が同行して当院を初診して同日入院。H19.7.21退院後通院服薬中断により症状再燃し、3回の入院歴がある。H24.12.25自宅退院し、H24.12.26デイケア利用開始。

デイケアでは日中活動と身体管理を目標とし、体重を気にしながら各種プログラムに参加している。H28.4月後半頃より、過去の借金返済の問題があり利用頻度減少。H28.11月頃目処がつき利用頻度は増加。同時期より、訪問看護から自宅で独語活発で精神症状悪化が考えられるとの情報があったが、デイケアではない。事実確認は出来ていないが、弟様から受ける暴力から逃げたいとのことで青山荘入所を希望。H28.11.30当院入院となり、デイケア利用中止。入院後、服薬継続の必要性を理解し忘薬や問題行動はないが、病識は乏しい。病状安定し、自宅への受け入れ態勢が整った事から、外出泊訓練・デイケアの体験利用を実施。H30.1.28自宅退院となり、H30.2.1よりデイケア利用開始予定としている。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持し、今後の就労に向けた準備を行っていく。
	①現在の体重を維持し、身体機能の向上を図る。
	①食事・間食量に注意し、運動を行いながら、体重増加、血糖値の上昇を防ぐ。
	①運動療法に参加しデイケアにて運動を行っていく。定期的に体重測定をし、増加傾向がある際には食事・間食量に注意しながら体重増加、血糖値の上昇を防いでいく。スタッフは体重変化の状況に注意し、食事、運動のアドバイスをしていく。

	
	②安定した病状を維持する。
	②不調や気になることを感じた際に適切な対処が行えるようになる。
	②不調や気になることがある際には自分から相談する。スタッフは相談があった際に対処法を一緒に検討しつつ、適切な対処を行えるよう促していく。

	
	③就労に向けた準備をしていく。
	③今後の就労に向け、自身の考え、意識を高めていく。
	③今後の就労に向けて、自身の考えを具体的にまとめていく。スタッフは定期的に面談を行い、実現に向け何を準備していけばよいのか、本人と話し合い検討していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①食事・間食量に注意し、運動を行いながら、体重増加血糖値の上昇を防ぐ。
	・体重については、退院時68.7㎏、利用開始2/1時71.8㎏、3/1時73.5㎏、7/2時86.7となっている。血糖の数値に関しては、4/4検査時、血糖171㎎/dl、HbA1c6.6%と基準値は超えている。7/25検査を実施し、結果は血糖211㎎/dl、HbA1c9.9%。
・本人は自宅で散歩をする等の運動をしたり、間食を少なくしている等の対処をしているとのことで、問題ないと話している。
・デイケアでは運動療法に参加しているが、動きは小さく、積極的に体を動かすことはない。食事については家でたくさん出されるためつい食べてしまうと話しており、自身でも食べすぎに注意が必要であることを伝えている。5月からしっかりと運動を行っていくと話していたが、休んで参加しないことが多い。理由を聞くと「今日だけ休んでました」と誤魔化して対応している。デイケアでは、トイレに籠っている時間も多い。
・達成度60%
	当院退院後から体重が増加し、血糖値も上昇傾向にある。今後も目標を継続し、運動療法への参加を促しつつ、食事・間食についての状況を確認する必要がある。

	②不調や気になることを感じた際に適切な対処が行えるようになる。
	・利用開始時から大きな変化はなく、不調や気になること、不安など、本人から訴えが聞かれることはない。各プログラムに参加しているが、時間を守らず行動することや、トイレに籠っていることが目立つ。理由については「ただトイレに行ってるだけですよ」「気を付けます」とのみ話している。今までデイケアで病状悪化による行動が見られることは少なかったが、その際に見られたのはトイレで自身の足に水を掛けている行動だった。
・達成度：30%
	今後も目標計画を続け、病識の獲得、病状悪化時の対処能力の獲得を目指していく。

	③今後の就労に向け、自身の考え、意識を高めていく。
	・本人希望で、後々施設利用でも就労をしたいとの希望が聞かれているが、まずは現状の生活を維持していきたいと話している。具体的な仕事への希望は聞かれることはない。

・達成度：0%
	まずは現状の生活を維持することを希望している為、今後も目標計画を継続し、本人の意向を確認していきながら、意見が聞かれた際には具体的な対処方法を一緒に検討していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持し、今後の就労に向けた準備を行っていく。
	①現在の体重を維持し、身体機能の向上を図る。
	①食事・間食量に注意し、運動を行いながら、体重増加、血糖値の上昇を防ぐ。
	①運動療法に参加しデイケアにて運動を行っていく。定期的に体重測定をし、増加傾向がある際には食事・間食量に注意しながら体重増加、血糖値の上昇を防いでいく。スタッフは体重変化の状況に注意し、食事、運動のアドバイスをしていく。

	
	②安定した病状を維持する。
	②不調や気になることを感じた際に適切な対処が行えるようになる。
	②不調や気になることがある際には自分から相談する。スタッフは相談があった際に対処法を一緒に検討しつつ、適切な対処を行えるよう促していく。

	
	③就労に向けた準備をしていく。
	③今後の就労に向け、自身の考え、意識を高めていく。
	③今後の就労に向けて、自身の考えを具体的にまとめていく。スタッフは定期的に面談を行い、実現に向け何を準備していけばよいのか、本人と話し合い検討していく。


